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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
桜
花
の
契
り
　
第
二
部
「
お
じ
い
さ
ん
の
小
説
」
（
マ
ン
ガ
原
作
シ
ナ
リ
オ

よ
り
）

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
６
８
１
８
Ｋ

【
作
者
名
】

　
ス
タ
ジ
オ
ア
ー
ル

【
あ
ら
す
じ
】

　
あ
る
小
説
家
志
望
の
少
女
の
不
思
議
な
体
験
を
描
い
た
物
語
の
第
二
部
で
す
。
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１
．
謙
吉
の
書
斎

こ
ず
え
、
謙
吉
の
机
の
上
を
見
て
い
る
。

こ
ず
え
（
Ｎ
）
「
お
じ
い
さ
ん
の
書
斎
で
小
説
ら
し
き
も
の
を
発
見
し
ま
し
た
。

傍
に
は
、
長
年
の
日
記
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
桜
の
精

に
ま
つ
わ
る
不
思
議
な
話
が
、
縷
々
、
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
」

こ
ず
え
「
（
原
稿
を
手
に
取
る
）
明
治
三
十
三
年
の
春
、
茅
ヶ
崎
の
結
核
療
養

所
『
南
湖
院
』
の
一
室
で
、
橘
百
合
子
は
、
花
瓶
の
山
桜
を
写
生
し
て
い
た
。

傍
に
は
見
舞
に
来
た
高
木
謙
一
が
い
た
。
筆
を
動
か
し
な
が
ら
百
合
子
が
・
・
・

・
・
・
」

２
．
湘
南
の
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
・
病
室

窓
の
外
に
桜
並
木
。
橘
百
合
子
（
２
４
）
が
、
矢
立
か
ら
筆
を
出
し
て
、
花
瓶

の
山
桜
を
写
生
し
て
い
る
。

百
合
子
「
私
ね
、
上
村
松
園
の
よ
う
な
絵
師
に
な
り
た
か
っ
た
の
。
で
も
、
も

う
駄
目
ね
、
こ
の
体
じ
ゃ
」

高
木
謙
一
（
２
８
）
「
よ
く
な
る
さ
」

百
合
子
「
生
ま
れ
変
わ
れ
る
な
ら
、
来
世
で
き
っ
と
絵
師
に
な
る
わ
・
・
・
・
・

・
来
世
で
ま
た
逢
い
ま
し
ょ
う
・
・
・
・
・
・
私
が
絵
師
で
、
貴
方
が
文
士
と

し
て
・
・
・
・
・
・
ね
、
約
束
よ
」

Ｎ
「
桜
が
散
る
頃
、
女
は
結
核
と
の
闘
い
に
敗
れ
、
二
十
四
年
の
短
い
人
生
に

幕
を
下
ろ
し
た
」

３
．
桜
が
散
っ
て
い
る
病
棟
の
表
（
暮
れ
方
）

樹
下
で
泣
い
て
い
る
謙
一
。
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謙
一
「
百
合
子
・
・
・
・
・
・
」

日
も
暮
れ
、
暗
く
な
り
か
け
た
時
。

謎
の
少
女
が
、
謙
一
の
前
に
現
れ
る
。

「
ど
う
な
さ
っ
た
の
で
す
か
、
泣
い
た
り
し
て
・
・
・
・
・
・
。

こ
の
種
を
あ
げ
ま
す
。
後
生
大
事
に
育
て
れ
ば
、

き
っ
と
あ
な
た
の
望
み
が
叶
い
ま
す
よ
」

４
．
謙
一
の
家
の
前

テ
ロ
ッ
プ
『
明
治
三
十
七
年
十
月
』
 

庭
に
四
年
生
の
桜
の
木
。

出
征
前
の
謙
一
（
３
２
）
を
見
送
る
家
族
。

謙
作
（
５
７
）
桃
子
（
５
０
）
謙
二
（
２
３
）
。

謙
一
「
（
弟
・
謙
二
に
）
こ
の
桜
を
オ
レ
の
身
代
わ
り
だ
と
思
っ
て
、

大
切
に
育
て
て
く
れ
、
頼
ん
だ
ぞ
」

謙
二
「
あ
あ
、
分
か
っ
た
。
兄
さ
ん
」

５
．
旅
順
（
午
後
一
時
）

テ
ロ
ッ
プ
『
十
一
月
二
十
六
日
旅
順
総
攻
撃
』
 

白
ダ
ス
キ
隊
、
強
く
吹
く
風
、
松
樹
山
突
撃
。
大
勢
の
兵
士
が
前
面
の
傾
斜
を

攀
じ
登
る
。

敵
の
弾
丸
が
落
ち
る
。
濃
い
煙
が
立
ち
上
が
る
。
死
体
の
山
。
そ
の
中
に
?
木

謙
一
。

謙
一
「
あ
あ
、
こ
れ
で
オ
レ
の
一
生
は
終
わ
り
な
の
か
。
な
ん
て
つ
ま
ら
な
い

人
生
だ
。

結
局
、
夢
一
つ
叶
わ
ず
犬
死
す
る
の
か
。
あ
あ
、
百
合
子
、
君
の
夢
は
絵
師
に

な
る
こ
と
だ
っ
た
。

だ
が
君
は
結
核
に
冒
さ
れ
、
志
半
ば
で
鬼
籍
に
入
っ
た
。
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そ
し
て
、
オ
レ
も
今
、
こ
の
旅
順
の
地
で
死
の
う
と
し
て
い
る
。

二
人
で
生
き
て
い
く
夢
も
、
文
士
に
な
る
夢
も
叶
わ
ず
、

今
生
に
別
れ
を
告
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ん
て
・
・
・
・
・
・
あ
あ
、
桜
の

精
よ
、

も
し
、
来
世
が
あ
る
の
な
ら
、
ど
う
か
後
生
で
望
み
を
叶
え
て
く
れ
」

実
家
の
桜
の
ア
ッ
プ
。

６
．
武
蔵
野
の
農
家
（
朝
）

テ
ロ
ッ
プ
『
昭
和
四
年
十
一
月
十
日
』
 

７
．
謙
吉
の
夢
（
旅
順
の
戦
場
）

死
ん
だ
兵
士
た
ち
、
そ
の
中
に
謙
一
。

８
．
謙
吉
の
部
屋
（
元
・
謙
一
の
部
屋
）
（
早
朝
）

本
だ
ら
け
の
暗
い
部
屋
。
障
子
に
朝
日
が
射
し
て
い
る
。
目
覚
め
る
謙
吉
少
年

（
１
０
）
。

謙
吉
「
ま
た
、
あ
の
夢
だ
」

９
．
畑
（
朝
）

桜
に
藁
囲
い
す
る
謙
作
（
８
２
）
。

そ
れ
を
手
伝
う
謙
吉
。

謙
吉
「
ね
え
、
じ
い
ち
ゃ
ん
。
オ
レ
、
ま
た
、
戦
で
死
ぬ
夢
見
た
よ
」

謙
作
「
そ
う
何
度
も
見
る
ん
じ
ゃ
、
も
し
か
す
る
と
前
世
の
夢
か
も
し
れ
ん
」

謙
吉
「
前
世
の
夢
？
」
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謙
作
「
戦
で
死
ん
だ
と
言
え
ば
、
ほ
れ
、
こ
の
桜
の
木
は
、

お
前
の
伯
父
さ
ん
が
日
露
の
戦
に
行
く
時
、
身
代
わ
り
に
と
、

お
前
の
父
さ
ん
に
託
し
た
木
だ
。

も
し
か
す
る
と
、
お
前
は
、
死
ん
だ
謙
一
の
生
ま
れ
変
わ
り
か
も
し
れ
ん
な
」

１
０
．
尋
常
小
学
校
教
室
（
朝
）

授
業
前
、
謙
吉
の
後
の
席
の
二
人
が
話
を
し
て
い
る
。

質
屋
の
息
子
「
高
木
ん
ち
の
親
父
さ
、
借
金
返
せ
な
く
て
、

結
局
う
ち
で
預
か
っ
て
る
品
物
な
が
し
て
、
出
稼
ぎ
に
出
た
ま
ま
、

行
方
を
く
ら
ま
し
ち
ま
っ
た
ん
だ
ぜ
。
（
地
主
の
息
子
、
鏑
木
清
作
を
見
て
）

お
前
ん
と
こ
も
、
あ
い
つ
ん
ち
に
金
貸
し
て
ん
だ
ろ
」

清
作
「
色
々
と
大
変
な
ん
で
し
ょ
。

新
聞
に
、
今
は
不
況
で
失
業
者
が
増
え
て
い
る
っ
て
書
い
て
あ
っ
た
よ
。

特
に
小
作
農
は
大
変
ら
し
い
よ
。
う
ち
は
地
主
だ
か
ら
、
多
少
は
ま
し
だ
け
ど
」

質
屋
の
息
子
「
お
前
ん
と
こ
の
親
父
も
お
人
好
し
だ
か
ら
な
。

で
も
、
借
り
た
も
ん
は
返
す
の
が
、
道
理
だ
ろ
」

苦
り
き
っ
た
顔
の
謙
吉
。
横
の
離
れ
た
席
に
居
る
さ
ゆ
り
の
視
線
が
気
に
な
る
。

１
１
．
帰
り
道
（
夕
）

泣
き
顔
で
歩
く
謙
吉
。

１
２
．
家
の
裏
の
畑

桜
の
木
の
幹
に
、
も
た
れ
か
か
る
謙
吉
。

何
時
の
間
に
か
眠
る
。
（
Ｆ
．
Ｏ
）
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１
３
．
（
Ｆ
．
Ｉ
）
謙
吉
の
夢
－
同
・
畑
（
夜
）

気
が
つ
く
と
、
そ
こ
に
白
い
服
の
少
女
が
立
っ
て
い
た
。

少
女
「
ど
う
し
た
の
、
泣
い
た
り
し
て
」

謙
吉
「
・
・
・
・
・
・
」

少
女
「
こ
れ
を
あ
げ
る
。
大
切
に
育
て
て
ね
。
き
っ
と
あ
な
た
の
夢
が
叶
う
か

ら
」

１
４
．
（
Ｆ
．
Ｉ
）
畑
（
夜
）

梅
子
（
４
５
）
の
声
「
・
・
・
き
ち
・
・
・
謙
吉
！
」

目
覚
め
る
謙
吉
。

梅
子
「
こ
ん
な
所
で
寝
て
た
ら
風
邪
ひ
く
よ
」

謙
吉
、
ふ
と
手
を
見
る
と
袋
を
握
っ
て
い
る
。
中
に
は
桜
の
種
が
入
っ
て
い
る
。

驚
く
謙
吉
。

１
５
．
学
校
・
教
室
（
翌
朝
）

謙
吉
、
級
友
に
昨
日
の
こ
と
を
話
し
て
い
る
。

謙
吉
「
本
当
だ
よ
。
あ
れ
は
き
っ
と
桜
の
精
だ
よ
」

級
友
Ａ
「
お
前
、
頭
お
か
し
く
な
っ
た
ん
じ
ゃ
ね
え
か
。

そ
ん
な
も
ん
で
望
み
が
叶
う
わ
け
ね
え
じ
ゃ
ね
え
か
。

お
前
、
か
ら
か
わ
れ
た
ん
だ
よ
」

級
友
Ｂ
「
寝
ぼ
け
て
夢
で
も
見
た
ん
だ
ろ
」

さ
ゆ
り
が
話
し
か
け
て
く
る
。
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さ
ゆ
り
「
ね
え
、
そ
の
種
欲
し
い
ん
だ
け
ど
、
く
れ
な
い
？
」

（
意
外
な
顔
の
Ａ
と
Ｂ
）

謙
吉
「
え
？
　
あ
あ
、
い
い
よ
。
な
ん
か
願
い
事
あ
る
の
？
」

さ
ゆ
り
「
う
ん
、
恋
愛
成
就
の
ね
（
清
作
の
方
を
見
る
）
」

１
６
．
謙
吉
の
家
の
畑

テ
ロ
ッ
プ
 

『
昭
和
十
一
年
五
月
』
　
 

謙
吉
（
１
７
）
、
自
分
の
育
て
た
桜
の
苗
木
を
見
て
い
る
。
ふ
と
気
付
く
と
、

目
の
前
に
少
女
（
椎
野
桜
子
【
１
５
】
）
が
立
っ
て
い
る
。
（
同
人
誌
『
櫻
桃
』

を
手
に
持
っ
て
）

桜
子
「
あ
の
、
高
木
謙
吉
さ
ん
で
す
か
？
」

謙
吉
「
そ
う
で
す
け
ど
、
な
に
か
・
・
・
・
・
・
」

桜
子
「
は
い
、
私
、
高
女
一
年
の
椎
野
桜
子
と
い
い
ま
す
。

こ
の
本
に
書
か
れ
て
い
る
あ
な
た
の
作
品
に
感
銘
を
受
け
ま
し
て
、

私
、
詩
を
書
い
て
い
る
ん
で
す
が
、
よ
ろ
し
け
れ
ば
是
非
、

同
人
に
加
え
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
し
て
・
・
・
・
・
・
」

謙
吉
「
そ
う
、
君
、
ど
ん
な
作
家
が
好
き
な
の
？
」

桜
子
「
は
い
、
宮
沢
賢
治
で
す
」

謙
吉
「
賢
治
か
・
・
・
・
・
・
い
い
ね
、
俺
も
好
き
だ
よ
」

桜
子
「
あ
の
、
小
説
の
案
は
ど
こ
か
ら
発
想
さ
れ
た
ん
で
す
か
？
」

謙
吉
「
そ
の
本
に
書
い
た
や
つ
は
ね
、
子
供
の
頃
よ
く
見
た
夢
が
元
に
な
っ
て

る
ん
だ
」

桜
子
「
夢
？
」

謙
吉
「
そ
う
」

桜
子
「
あ
の
・
・
・
・
・
・
」

謙
吉
「
ん
？
」

桜
子
「
も
し
よ
ろ
し
け
れ
ば
、
お
友
達
に
な
っ
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
？
」

謙
吉
「
え
・
・
・
・
・
・
（
赤
く
な
る
）
」
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１
７
．
ア
ト
リ
エ

清
作
が
、
さ
ゆ
り
の
肖
像
画
を
描
い
て
い
る
。

清
作
「
俺
、
ゴ
ッ
ホ
の
よ
う
な
画
家
に
な
り
た
い
ん
だ
。

芸
術
家
の
末
路
は
悲
惨
か
も
知
れ
な
い
け
ど
、

好
き
な
事
の
為
に
一
生
を
懸
け
る
っ
て
決
め
た
ん
だ
」

さ
ゆ
り
「
私
、
ど
こ
ま
で
も
、
つ
い
て
い
き
ま
す
」

１
８
．
井
の
頭
公
園
駅

テ
ロ
ッ
プ
『
昭
和
十
四
年
四
月
』
 

Ｎ
「
謙
吉
は
、
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
国
文
科
に
入
学
し
た
。

清
作
は
画
家
を
目
指
し
、
東
京
美
術
学
校
へ
進
学
し
た
」

帝
都
電
鉄
に
乗
り
込
む
謙
吉
。

見
送
る
梅
子
、
謙
作
、
桃
子
、
後
に
桜
子
。

１
９
．
写
真

イ
ン
サ
ー
ト

Ｎ
「
こ
の
年
、
清
作
の
父
、
清
が
支
那
の
地
で
戦
死
し
た
」

万
歳
で
、
出
征
を
祝
さ
れ
る
清
。

２
０
．
軍
需
工
場

働
く
桜
子
。

Ｎ
「
昭
和
十
八
年
九
月
、
桜
子
に
白
紙
（
令
状
）
が
き
て
、
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女
子
挺
身
隊
員
と
し
て
軍
需
工
場
へ
動
員
さ
れ
た
」

２
１
．
輸
送
船
内

戦
地
へ
向
か
う
兵
隊
の
中
の
謙
吉
。

Ｎ
「
謙
吉
と
清
作
に
も
赤
紙
が
き
た
。
謙
吉
は
訓
練
を
受
け
た
後
フ
ィ
リ
ピ
ン

へ
」

２
２
．
描
き
か
け
の
さ
ゆ
り
の
肖
像
画

絵
を
眺
め
る
さ
ゆ
り
。

Ｎ
「
清
作
は
出
征
を
前
に
さ
ゆ
り
と
結
婚
、
描
き
か
け
の
絵
を
残
し
た
ま
ま
沖

縄
へ
」

２
３
．
野
戦
病
院

マ
ラ
リ
ア
で
苦
し
む
謙
吉
。

謙
吉
「
こ
ん
な
所
で
死
ん
で
た
ま
る
か
、
生
き
て
俺
は
、
小
説
を
書
く
ん
だ
」

２
４
．
鹿
屋
基
地
・
校
庭

テ
ロ
ッ
プ
『
昭
和
二
十
年
四
月
』
 

出
撃
前
の
神
雷
部
隊
と
、
桜
花
を
抱
い
た
一
式
陸
攻
。
万
朶
の
八
重
桜
。

桜
の
花
を
受
け
取
る
特
攻
隊
員
た
ち
。
さ
ゆ
り
の
こ
と
を
思
い
出
す
清
作
。

清
作
（
Ｍ
）
「
ど
う
し
て
俺
は
こ
こ
に
い
る
の
だ
。
死
に
た
く
な
い
。

俺
に
は
や
る
べ
き
こ
と
が
、
沢
山
あ
る
の
だ
」
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清
作
、
他
七
人
が
、
首
に
マ
ス
コ
ッ
ト
を
下
げ
、
一
式
陸
攻
に
乗
り
込
む
。

菅
善
治
二
飛
曹
が
、
鏑
木
中
尉
を
エ
ス
コ
ー
ト
し
て
、

真
下
に
吊
ら
れ
た
桜
花
へ
の
乗
り
組
み
を
助
け
た
。

中
尉
（
清
作
）
は
操
縦
桿
を
握
っ
て
前
方
を
凝
視
し
て
い
る
。

米
空
母
「
エ
セ
ッ
ク
ス
」
が
眼
下
に
見
え
る
。

三
村
機
長
が
、
投
下
ボ
タ
ン
を
押
す
。
エ
セ
ッ
ク
ス
に
桜
花
が
体
当
た
り
、
爆

発
。

一
式
陸
攻
、
Ｆ
６
Ｆ
ヘ
ル
キ
ャ
ッ
ト
に
撃
墜
さ
れ
る
。

Ｎ
「
そ
し
て
、
清
作
は
、
沖
縄
の
海
で
散
華
し
た
」

２
５
．
広
島
（
キ
ノ
コ
雲
）

テ
ロ
ッ
プ
『
昭
和
二
十
年
八
月
』
 

「
六
日
、
米
軍
の
エ
ノ
ラ
・
ゲ
イ
は
、
広
島
に
、
リ
ト
ル
・
ボ
ー
イ
を
投
下
」
 

　２
６
．
広
島
（
原
爆
投
下
後
）

　２
７
．
長
崎
（
原
爆
投
下
後
）

「
九
日
、
長
崎
に
フ
ァ
ッ
ト
・
マ
ン
投
下
」
 

「
日
本
政
府
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
」

２
８
．
皇
居
前
広
場

テ
ロ
ッ
プ
『
八
月
十
五
日
、
終
戦
』
 

涙
に
む
せ
ぶ
桜
子
、
そ
の
他
の
女
子
挺
身
隊
員
た
ち
。
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２
９
．
武
蔵
野
の
謙
吉
の
実
家

テ
ロ
ッ
プ
『
昭
和
二
十
一
年
』
 

Ｎ
「
戦
後
の
農
地
改
革
に
よ
り
、
土
地
を
得
た
謙
吉
は
、
桜
子
と
結
婚
し
、

昼
は
野
良
仕
事
、
夜
は
小
説
を
書
く
と
い
う
生
活
を
始
め
た
」

野
良
仕
事
を
し
て
い
る
謙
吉
と
桜
子
。

３
０
．
謙
吉
の
家

テ
ロ
ッ
プ
『
昭
和
二
十
四
年
・
夏
』
 

床
で
息
を
引
き
取
っ
た
、
桜
子
。
桜
子
の
肩
を
抱
き
泣
き
崩
れ
る
謙
吉
（
３
０
）

。そ
の
傍
で
泣
き
咽
ぶ
梅
子
。
梅
子
に
抱
か
れ
て
い
る
赤
ん
坊
・
幹
夫
は
何
も
わ

か
ら
ず
に
、

き
ょ
と
ん
と
し
た
顔
を
し
て
い
る
。

Ｎ
「
桜
子
は
、
長
男
・
幹
夫
を
出
産
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
数
日
後
、

戦
時
中
か
ら
の
疲
労
が
た
た
っ
て
、
二
十
八
歳
で
夭
折
し
た
。

そ
の
顔
は
、
不
思
議
な
ほ
ど
安
ら
か
で
あ
っ
た
。
二
人
が
邂
逅
し
た
あ
の
畑
で

は
、

二
十
年
前
か
ら
実
生
で
育
て
た
桜
が
、
花
を
咲
か
せ
て
い
た
。

畑
の
桜
。

３
１
．
畑

テ
ロ
ッ
プ
『
昭
和
二
十
五
年
四
月
』
 

桜
の
木
を
ス
ケ
ッ
チ
す
る
さ
ゆ
り
。

畑
仕
事
を
す
る
謙
吉
。
見
つ
め
会
う
二
人
。
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３
２
．
さ
ゆ
り
の
部
屋

描
き
か
け
の
絵
が
飾
っ
て
あ
る
。

そ
れ
を
一
瞥
す
る
謙
吉
。

謙
吉
「
こ
れ
は
清
作
の
絵
で
す
ね
」

さ
ゆ
り
「
え
え
、
祥
月
命
日
に
だ
け
、
こ
う
し
て
な
が
め
て
い
る
ん
で
す
」

謙
吉
「
今
で
も
清
作
の
こ
と
を
愛
し
て
い
る
ん
で
す
ね
」

さ
ゆ
り
「
え
え
」

謙
吉
「
あ
い
つ
は
、
い
い
や
つ
で
し
た
か
ら
ね
」

さ
ゆ
り
「
・
・
・
・
・
・
」

謙
吉
「
僕
の
こ
と
な
ど
愛
せ
な
い
で
し
ょ
う
」

さ
ゆ
り
「
愛
っ
て
そ
ん
な
狭
隘
な
も
の
か
し
ら
」

謙
吉
「
は
っ
？
」

さ
ゆ
り
「
貴
方
だ
っ
て
桜
子
さ
ん
の
こ
と
、
忘
れ
た
訳
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
」

謙
吉
「
そ
れ
は
、
ま
あ
・
・
・
・
・
・
」

さ
ゆ
り
、
悲
し
げ
な
表
情
。

謙
吉
「
自
由
恋
愛
主
義
っ
て
こ
と
で
す
か
」

さ
ゆ
り
「
そ
ん
な
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
も
っ
と
精
神
的
に
清
廉
な
・
・
・
・
・
・
」

謙
吉
「
あ
、
つ
ま
り
愛
と
は
、
も
っ
と
寛
大
な
も
の
だ
と
・
・
・
・
・
・
」

さ
ゆ
り
「
・
・
・
・
・
・
」

謙
吉
「
兎
に
角
、
僕
と
結
婚
し
て
く
れ
る
ん
で
す
ね
」

さ
ゆ
り
「
・
・
・
は
い
」

謙
吉
「
あ
り
が
と
う
」

さ
ゆ
り
「
・
・
・
・
・
・
（
赤
く
な
る
）
」

３
３
．
謙
吉
と
さ
ゆ
り
の
結
婚
写
真
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Ｎ
「
昭
和
二
十
六
年
、
謙
吉
と
さ
ゆ
り
は
結
婚
し
た
。

そ
し
て
地
元
紙
に
連
載
し
て
い
た
謙
吉
の
小
説
が
新
人
賞
を
受
賞
し
た
」

３
４
．
幹
夫
の
大
学
卒
業
記
念
写
真

Ｎ
「
昭
和
四
十
七
年
、
長
男
の
幹
夫
は
大
学
卒
業
後
、
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
の

職
に
就
く
。

仕
事
柄
、
女
優
の
葉
子
と
知
り
合
い
結
婚
。

昭
和
五
十
九
年
、
幹
夫
と
葉
子
の
間
に
長
女
・
こ
ず
え
が
生
ま
れ
た
。
（
幹
夫

と
葉
子
と
こ
ず
え
の
家
族
写
真
）
」

３
５
．
阪
神
大
震
災
の
写
真

Ｎ
「
平
成
八
年
、
阪
神
大
震
災
の
翌
年
、
幹
夫
の
書
い
た
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
『
七

人
の
聖
者
』
が

障
害
者
蔑
視
と
マ
ス
コ
ミ
に
叩
か
れ
、
業
界
を
追
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
雑
誌
記
者
と
し
て
出
版
社
に
就
職
し
た
の
だ
が
・
・
・
・
・
・
」

３
６
．
出
版
社
・
編
集
室

テ
ロ
ッ
プ
『
平
成
九
年
九
月
』
 

編
集
長
「
君
、
編
集
方
針
に
従
え
な
い
な
ら
、
や
め
て
も
ら
う
よ
。

こ
ん
な
批
判
記
事
載
せ
た
ら
、
う
ち
に
広
告
載
せ
て
る
会
社
か
ら
ク
レ
ー
ム
が

く
る
だ
ろ
う
」

幹
夫
「
事
実
を
あ
り
の
ま
ま
、
読
者
に
伝
え
る
の
が
、

我
々
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
使
命
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

編
集
長
「
な
ん
だ
、
私
に
説
教
す
る
気
か
。
も
っ
と
世
故
に
長
け
た
奴
だ
と
思
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っ
て
い
た
が
、

意
外
に
、
世
間
知
ら
ず
だ
な
」

幹
夫
「
私
は
間
違
っ
て
い
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
」

編
集
長
「
い
い
か
い
、
問
題
は
正
し
い
と
か
間
違
っ
て
い
る
と
か
、
そ
う
い
う

こ
と
じ
ゃ
な
い
ん
だ
。

企
業
間
の
信
頼
関
係
を
損
な
う
よ
う
な
記
事
を
書
く
な
と
言
っ
て
い
る
ん
だ
」

幹
夫
「
納
得
で
き
ま
せ
ん
」

編
集
長
「
き
み
な
あ
・
・
・
・
・
・
」

３
７
．
?
木
家
・
茶
の
間

幹
夫
と
葉
子
が
口
論
し
て
い
る
。

こ
ず
え
、
謙
吉
、
さ
ゆ
り
、
同
席
。

葉
子
「
く
び
に
な
っ
た
っ
て
・
・
・
・
・
・
」

幹
夫
「
　
”
リ
ス
ト
ラ
の
一
環
と
し
て
貴
君
を
馘
首
す
る
”
　
だ
と
さ
」

葉
子
「
あ
な
た
、
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
つ
も
り
な
の
？
」

幹
夫
「
そ
う
だ
な
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
で
作
家
で
も
や
ろ
う
か
な
」

葉
子
「
そ
ん
な
・
・
・
・
・
・
ち
ゃ
ん
と
し
た
仕
事
見
つ
け
な
き
ゃ
私
達
生
活

で
き
な
い
じ
ゃ
な
い
」

幹
夫
「
い
ざ
と
な
り
ゃ
、
土
地
で
も
売
る
さ
」

葉
子
「
あ
な
た
も
少
し
は
大
人
に
な
っ
て
、
会
社
の
い
う
こ
と
を
き
い
て
い
れ

ば
い
い
の
に
」

幹
夫
「
俺
は
信
念
を
曲
げ
て
ま
で
上
司
に
諂
う
よ
う
な
事
大
主
義
者
じ
ゃ
な
い

ん
だ
よ
」

こ
ず
え
「
あ
～
あ
、
私
エ
ン
コ
ー
で
も
し
よ
う
か
し
ら
」

葉
子
、
驚
く
。

謙
吉
「
こ
ら
こ
ず
え
、
滅
多
な
こ
と
を
い
う
も
ん
じ
ゃ
な
い
」

葉
子
「
そ
う
ね
、
私
も
前
に
所
属
し
て
い
た
事
務
所
の
社
長
に
写
真
集
出
さ
な

い
か
っ
て



15

言
わ
れ
て
る
ん
だ
け
ど
、
受
け
ち
ゃ
お
う
か
な
」

幹
夫
「
馬
鹿
！
　
誰
が
お
前
の
体
な
ん
か
見
た
が
る
も
の
か
」

葉
子
「
あ
ら
、
忘
れ
た
の
？
　
私
、
脱
い
だ
ら
す
ご
い
の
よ
」

幹
夫
「
違
っ
た
意
味
で
な
」

謙
吉
「
こ
ん
な
深
刻
な
時
に
な
に
馬
鹿
な
こ
と
い
っ
て
る
ん
だ
！
」

葉
子
「
あ
あ
も
う
！
　
あ
ま
り
の
シ
ョ
ッ
ク
で
頭
が
ど
う
に
か
な
っ
ち
ゃ
い
そ

う
よ
・
・
・
・
・
・

こ
ず
え
に
高
校
と
大
学
行
か
せ
な
き
ゃ
い
け
な
い
し
、
家
の
ロ
ー
ン
だ
っ
て
ま

だ
残
っ
て
い
る
し
」

幹
夫
「
だ
か
ら
、
あ
の
桜
が
植
え
て
あ
る
土
地
売
っ
ぱ
ら
っ
て
、
商
売
で
も
始

め
り
ゃ
い
い
ん
だ
よ
」

謙
吉
「
駄
目
だ
！
　
あ
れ
だ
け
は
譲
れ
ん
。
桜
の
精
と
約
束
し
た
土
地
だ
。

約
束
を
反
故
に
す
る
訳
に
は
い
か
ん
！
　
だ
い
い
ち
、
自
然
保
護
を
訴
え
て
い

る
者
が

そ
ん
な
事
を
言
う
の
は
撞
着
し
て
い
る
じ
ゃ
な
い
か
」

幹
夫
Ｍ
「
親
父
の
ア
ニ
ミ
ズ
ム
信
仰
に
も
困
っ
た
も
ん
だ
。
桜
の
精
と
約
束
し

た
だ
っ
て
？
」

Ｎ
「
そ
の
後
幹
夫
は
、
職
探
し
に
出
た
ま
ま
、
失
踪
し
て
し
ま
っ
た
」

３
８
．
謙
吉
の
書
斎

テ
ロ
ッ
プ
『
平
成
十
年
』
 

机
に
向
か
っ
て
何
か
を
書
い
て
い
る
謙
吉
。

さ
ゆ
り
「
あ
ら
、
何
を
書
い
て
る
ん
で
す
か
？
」

謙
吉
「
俺
も
も
う
長
く
な
い
か
ら
、
人
生
最
後
の
小
説
を
書
こ
う
と
思
っ
て
ね
」

さ
ゆ
り
「
ま
あ
、
ど
ん
な
小
説
？
」

謙
吉
「
自
叙
伝
の
よ
う
な
も
の
だ
が
・
・
・
・
・
・
ま
あ
、
出
来
て
か
ら
の
お

楽
し
み
だ
」

さ
ゆ
り
「
そ
れ
は
待
ち
遠
し
い
。
早
く
完
成
さ
せ
て
、
い
の
一
番
に
私
に
読
ま
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せ
て
下
さ
い
ね
」

謙
吉
「
あ
あ
」

さ
ゆ
り
「
私
の
方
は
も
う
す
ぐ
完
成
よ
」

謙
吉
「
あ
の
絵
か
、
そ
れ
は
楽
し
み
だ
な
。
お
互
い
頑
張
ろ
う
」

Ｎ
「
し
か
し
、
さ
ゆ
り
は
、
こ
の
小
説
の
完
成
を
待
た
ず
し
て
、
平
成
十
年
十

二
月
九
日
、

急
性
心
不
全
で
、
一
枚
の
絵
を
残
し
、
こ
の
世
を
去
っ
た
」

（
桜
の
下
で
男
女
が
見
つ
め
合
っ
て
い
る
絵
）

こ
ず
え
Ｎ
「
こ
こ
で
小
説
は
途
切
れ
て
い
ま
す
。
桜
の
精
は
本
当
に
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

私
に
は
そ
れ
を
確
か
め
る
術
が
あ
り
ま
せ
ん
」
　
（
完
）
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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